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全
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十
一
月
九
日
か
ら
十
一
月
十
五
日
ま
で

管内人口管内人口



秋季全国火災予防運動始まる秋季全国火災予防運動始まる
全国統一防火標語
「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」

11/9（土）～11/15（金）
　これから冬にかけて、空気が乾燥し火災が発生しやすい時期を迎えます。
　消防署では、住民の皆様方の火災予防意識の一層の普及を図ることで、火災の発
生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産の損失を
防ぐことを目的として、秋の火災予防運動を実施します。
　運動期間中、各市町で訓練を実施する際サイレンを鳴らしますが、火災と間違わな
いようご注意ください。

婦人防火クラブ等
による防火広報

高齢者を対象とし
た防火教室

消防団と消防署の
合同訓練

※その他にも、火災予防グラウンドゴルフ大会など様々な活動により防火を呼びかけています。

令和元年 11月 第９5号（2）きもつき１１９

三者間同時通訳により 119 番通報が多言語対応可能になりました !!

    東京オリンピック・パラリンピック、かごしま国体・かごしま大会を来年に控え、外国人観光客の
増加が予想されるため、当消防本部では電話通訳センターを介した三者間における多言語通訳の運
用を開始しました。現在12言語（英語、中国語、韓国語、タイ語、ベトナム語、インドネシア語、
タガログ語、フランス語、ロシア語、ポルトガル語、スペイン語、広東語）に対応しています。

通訳依頼

三者間同時通訳の流れ

119 番通報時 現場対応
消防本部指令員外国人通報者

① 119 番通報
（外国語）

電話通訳センター
（民間事業所）

電話通訳センター
（民間事業所）

三者間通話

③通報内容伝達・確認
（外国語）

②転送
外国語通訳依頼
（日本語）

外国 日本

通訳依頼

電話機を交互に受渡し

外国人 消防隊員



ス
ト
ッ
プ
火
災
！

こんな時は、すぐに救急車を !!こんな時は、すぐに救急車を !!

頭胸腹 頭頭胸胸腹腹
○
突
然
の
激
し
い
後
頭
部
痛
と
嘔
吐

○
呂
律
が
回
ら
な
い

○
半
身
の
麻
痺
や
痺
れ

○
頭
痛
を
伴
う
め
ま
い
や
嘔
吐

〇
突
然
の
強
い
胸
痛

○
胸
痛
を
伴
う
呼
吸
困
難

○
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
、

　

ま
た
は
圧
迫
さ
れ
る
よ
う
な
痛
み

○
痛
む
場
所
が
移
動
す
る

○
突
然
の
激
し
い
腹
痛

○
持
続
す
る
激
し
い
腹
痛

○
吐
血
や
下
血
が
あ
る

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
、
暖
房
器
具
等

を
取
扱
う
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火
災
に

発
展
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
た
き
火
や
火
入
れ
に
よ

る
火
災
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

風
の
強
い
時
や
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
時
が
一
番
危
険
で
す
の
で
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

火
が
燃
え
広
が
り
、
手
に
負
え

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
す
ぐ
に

「
一
一
九
番
」
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
出
掛
け
の
際
は
火
を
消

し
た
の
を
確
認
し
て

か
ら
外
出
を
す
る

よ
う
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　 平 成 30 年 火 災 状 況　

建物 林野 車両 その他 合計

中央消防署 12 1 5 2 20

東部消防署 10 1 3 14

南部消防署 3 1 2 6

輝 北 分 署 1 1

内之浦分署 1 1

佐 多 分 署 1 1

ててて

○○○

令和元年 11月第９5号（3） きもつき１１９

　

傷
病
者
の
救
命
の
向
上
を
図
る
に
は
、
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
救
急
現
場
に
居
合
わ
せ

た
方
に
よ
る
早
期
の
応
急
手
当
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
大
切
な
方
の
命
を
守
る
た
め
、
救

急
講
習
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 　

開
催
日
時 
↓ 
毎
月
第
３
日
曜
日

開
催
時
間 
↓ 
９
時
〜
12
時

開
催
場
所 

↓ 

中
央
消
防
署

　
　
　
　
　
（
多
目
的
研
修
棟
）

申
込
締
切 

↓ 

毎
月
第
２
日
曜
日 

参
加
人
数
制
限 

↓　

30
人
程
度

※
各
署
・
分
署
で
も
救
急
講
習
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
希
望
の
方
は
、
管
轄
地
区
の
消
防

署
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

ま
た
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
順
や
注
意
事

項
に
つ
い
て
も
、
大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

応急手当WEB講習（eラーニング）ご存じですか? ＜救急講習の案内について＞

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
パ
ソ
コ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
を
利
用
し
、
自
分
の
好
き
な
時
間
に
自
分
の

ペ
ー
ス
で
学
習
を
行
え
る
も
の
で
す
。

　　

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
利
用
し
、
事
前
学
習
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
普
通
救
命
講
習
の
３

時
間
講
習
の
場
合
、
１
時
間
短
縮
さ
れ
、
２
時

間
の
実
技
講
習
で
修
了
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

ん
か
？

日日



ボタンを押す、又はひもを引いて作動確認をします。
○定期的に家族で火災時の警報音を確認しましょう。

音が鳴らない場合は？ 正常な場合は ?

電池がきちんとセットされているか、御確認

ください。

正常をお知らせするメッセージまたは火災

警報音が鳴ります。

注）警報音はメーカーや製品により異なり

　　ます。

○それでもならない時は、「電池切れ」　「機器

本体の故障」です。取扱説明書をご覧ください。

（出典）一般社団法人　日本火災報知機工業会

海釣りの事故防止海釣りの事故防止
・　家族などに、行き先を伝えてから出掛けましょう。・　家族などに、行き先を伝えてから出掛けましょう。
・　釣り場は、滑りやすくなっているので十分注意しましょう。・　釣り場は、滑りやすくなっているので十分注意しましょう。
・　ライフジャケットは、正しく着用するようにしましょう。・　ライフジャケットは、正しく着用するようにしましょう。
・　天候や海上模様の悪化が予想される時は中止しましょう。・　天候や海上模様の悪化が予想される時は中止しましょう。

令和元年 11月 第９5号（4）きもつき１１９

備蓄倉庫収納品
・ワンタッチテント
・折り畳み式簡易トイレ
・ブランケット
・LEDランタン
・担架
・備蓄用保存水

地
震　

津
波

地
震　

津
波
～
も
し
も
の
時
に
備
え
て
～

　

近
年
、東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
日
本
各
地
で
地
震
や
風
水
害
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
三
十
年
以
内
に
約
七
十
％
の
確
立
で
発
生
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
な
ど
鹿
児
島
県
に
お
い
て
も
大
規
模
な
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

肝
付
町
内
之
浦
で
は
津
波
等
か
ら
人
的
被
害
を
防
ぎ
、
地
区
住
民
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
一
時
避
難
施
設
と
し
て
「
南
方
地
区
避
難
タ
ワ
ー
」
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
高
さ
約
十
四
ｍ
、
最
大
収
容
人
数
約
六
百
六
十
人
、
備
蓄
倉
庫
及
び
固
定

式
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
、
屋
上
に
は
災
害
時
に
五
日
間
点
灯
可
能
な
太
陽
電
池
パ
ネ
ル

式
の
蓄
電
池
付
ソ
ー
ラ
ー
照
明
灯
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
非
常
時
に
お
け
る
機
能
強
化

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

南方地区避難タワー　

災
害
発
生
時
に
は
こ
の
よ
う
な
公
的
施
設
等
の
利
用
を
念
頭
に
置
き
、
ご
家
庭
に
お

い
て
も
「
わ
が
家
の
ル
ー
ル
」
を
作
成
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
家
族
全
員
が
安
全
、

確
実
、
迅
速
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
市
町
村
や
自
治
会
が
実
施

す
る
地
震
、
津
波
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
道
路
事
情

や
避
難
す
る
際
の
障
害
な
ど
の
特
性
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

蓄電池付ソーラー照明灯 LED 照明（太陽光発電）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　

 

点
検
を
し
て
い
ま
す
か
?

　

平
成
十
八
年
か
ら
新
築
住
宅
に
、
平

成
二
十
三
年
か
ら
は
既
存
住
宅
を
含
む

す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
条
例
で
義
務
化
と
な
り
、
古

い
物
は
設
置
か
ら
十
年
以
上
が
経
過
し

て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
機
能
を
し
っ

か
り
と
維
持
す
る
た
め
、
定
期
的
に
点

検
を
行
い
、
機
能
に
異
常
が
あ
る
場
合

は
、
早
め
に
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。



令和元年 11月第９5号（5） きもつき１１９

車両の性能紹介
[ 泡原液搬送車 ]
乗 車 定 員：3人
総 排 気 量：5,100cc
車両総重量：13ｔ
全　　　長：7ｍ27cm
泡原液積載量：4,500ℓ
小型動力ポンプ積載

[ 大型化学高所放水車 ]
乗 車 定 員：3人
総 排 気 量：8,860cc
車両総重量：21.3ｔ
全　　　長：9ｍ92cm
泡原液積載量：1,800ℓ
泡放射ノズル高さ：27 ｍ

泡原液搬送車　大型化学高所放水車

　東部消防署に配置されていた大型化学車、大型高
所放水車、泡原液搬送車の通称３点セットが更新の
時期を迎え、新しい大型化学高所放水車と泡原液搬
送車が今年３月から運用を開始しました。
　志布志石油備蓄基地の原油タンクは高さ約 24
ｍ、直径約 83 ｍあり、一般の消防車両では消火薬
剤がタンク上部まで届かないため、これらの特殊消
防車両が必要となります。旧車両は平成 4 年の配
備から 27 年が経過していました。
　新車両の大型化学高所放水車は大型化学車と大型
高所放水車の２台分の機能を有しているため、泡原
液搬送車との２点セットになりました。
　泡原液搬送車は普段、4500 ℓの水を積載して
おり、一般火災にも出動しています。名前のとおり、
とても大きな消防車なので、興味のある方は東部消
防署にお立ち寄りください。

祝祝　　全国大会出場！全国大会出場！

　２年に一度、全国都道府県の
代表が集まり、ホースやポンプ
の操作などの機敏さ、正確さな
どを競う全国女性消防操法大会
が、11月13日に横浜市で開催
されます。
　同大会に鹿屋市消防団女性消
防隊（ローズ隊）が初出場しま
す。

　肝属消防野球部が第70回全国
官公庁野球連盟鹿児島県予選に
おいて、見事３連覇を果たし、
８月18日から東京都で開催され
た全国大会に出場しました。
　多くの皆様方から御支援、御
協力を賜わり誠にありがとうご
ざいました。

　第42回鹿児島県消防救助技術
指導会が５月31日に開催され、
はしご登はんに出場した中央消
防署の奥消防副士長が悪天候の
中、上位入賞を果たし、鹿児島
県の代表として８月25日に岡山
県で開催された全国消防救助技
術大会に出場しました。

命綱を作ってから命綱を作ってから

15mのはしごを登ります !15mのはしごを登ります !

大型化学高所放水車と泡原液搬送車の紹介！大型化学高所放水車と泡原液搬送車の紹介！



令和元年 11月 第９5号（6）きもつき１１９

新
消
防
職
員
紹
介

消
防
長
就
任
挨
拶

大お
お
く
ぼ

久
保　

究き
わ
む

鹿
屋
市
新
生
町
出
身

南
部
消
防
署

24歳
　

消
防
職
員
に
な
れ
た
こ
と
に
満

足
せ
ず
、
日
々
の
訓
練
を
積
み
重

ね
、
一
日
で
も
早
く
一
人
前
の
職
員

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
方
と
の
交
流
を

積
極
的
に
行
い
、
防
災
へ
の
意
識
向

上
に
努
め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

藤ふ
じ
た田　

祐ゆ
う
き希

鹿
屋
市
笠
之
原
町
出
身

南
部
消
防
署

20歳
　

消
防
職
員
に
な
り
、
ま
だ
日
も
浅

く
、
技
術
、
知
識
と
も
に
学
ぶ
こ
と

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
私
に
は
、
住

民
の
方
々
を
守
る
と
い
う
気
持
ち
は

あ
っ
て
も
、
守
る
た
め
に
必
要
な
力
が

な
い
の
で
、
日
々
の
学
び
を
自
分
の
も

の
に
で
き
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
誰
か
ら
も
頼
ら
れ
る
消

防
職
員
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

大お
お
し
げ重
伊い

お

り
於
理

指
宿
市
山
川
町
出
身

中
央
消
防
署

22歳
　

大
隅
肝
属
地
区
の
消
防
職
員
に

な
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

な
れ
た
こ
と
に
満
足
す
る
の
で
は

な
く
、
肝
属
地
区
の
住
民
の
た
め

に
日
々
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一

日
で
も
早
く
立
派
な
消
防
職
員
に

な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

野の
ぐ
ち口　

蒼そ
う
た太

鹿
屋
市
串
良
町
出
身

東
部
消
防
署

19歳
　

家
族
や
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た

方
々
の
お
陰
で
消
防
職
員
に
な
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
日
々
精
進
し
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先

輩
達
に
負
け
な
い
よ
う
に
努
力
を
重

ね
、
一
人
前
の
消
防
士
と
な
り
、
住

民
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

枦は
し
き木　

隆た
か
ひ
ろ宏

鹿
屋
市
旭
原
町
出
身

中
央
消
防
署

22歳
　

私
が
消
防
職
に
従
事
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
、
家
族
の
支
え
や

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
の

お
陰
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
恩
を
忘

れ
ず
に
、
成
功
に
お
ご
ら
ず
、
失

敗
に
腐
ら
ず
、
生
涯
成
長
を
モ
ッ

ト
ー
に
自
分
自
身
を
磨
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

永な
が
よ
し吉　

大ひ
ろ
き喜

肝
属
郡
肝
付
町
出
身

東
部
消
防
署

18歳
　

消
防
士
と
し
て
技
術
は
も
ち
ろ

ん
、
精
神
面
の
涵
養
も
怠
ら
ず
、
自

覚
、
自
信
、
責
任
を
持
ち
、
先
輩
に

一
日
で
も
早
く
追
い
つ
け
る
よ
う
に

日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
深
く

持
ち
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に
も

な
れ
る
よ
う
全
力
で
努
め
て
い
き
た

い
で
す
。

　

平
成
三
十
一
年
度
、
六
人
の
新
人
消
防
士

が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
現
在
は
消
防
学
校

初
任
科
教
育
を
卒
業
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属

す
る
消
防
署
で
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
一
年
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
四
月
一
日
付
け

で
大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
第
二
十
一
代
消
防

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
消
防
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
大
型
台
風
の
発
生
や
今
後
三
十
年
以
内
に
発
生
す
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
、
災

害
は
、
複
雑
多
様
化
、
大
規
模
化
し
て
お
り
ま
す
。
全
国

的
に
は
、
大
阪
府
北
部
地
震
や
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
に
よ
り
、
死
者
、

行
方
不
明
者
が
出
て
お
り
ま
す
。
管
内
に
お
い
て
も
、
大
雨

を
伴
う
台
風
で
道
路
冠
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
も
進

行
し
て
お
り
、
災
害
弱
者
に
対
す
る
対
応
も
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
管
内
住
民
の
皆
様
の
負
託

に
応
え
る
た
め
、
消
防
防
災
の
プ
ロ
と
し
て
の
意
識
を
高
く

持
ち
、
日
々
消
防
知
識
と
技
術
の
向
上
に
努
め
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
地
域
に
密
着
し
た
消
防
行
政
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

大隅肝属地区消防組合
第 21代消防長

和田　次博

住民の方々のため
に頑張ります！


